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学校番号 3025 

令和 5年度 数学科 

 

教科 数学 科目 数学 A 単位数 2単位 年次 1年次 

使用教科書 数学 A （数研出版） 

副教材等 

サクシード I＋A（解答付き） （数研出版） 

スタディサプリ（デジタル教材：リクルート） 

サクシード I＋A完成ノート（数研出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

自律した学習能力を身につけることを大切に、授業を進めていきます。問題をただ解けるようにす

るだけでなく、なぜそうなるのか、なぜこの公式を使用するのか等を説明できる程度まで理解を深め

ることが目標です。粘り強く一緒に学習していきましょう。 

 

 

２ 学習の到達目標 

年間の目標  

1 学習の自律   

受験勉強も含め、自己の目標を実現するために学習計画を立て自らの意思で学習することが

できる。また、学習に対して自律した態度を身に着けることにより卒業後も自らの意思で意

欲的に学習できる素養を身につける。  

2 数学的な見方・考え方の向上 

数学に対する広い視野をもつ。教科書に書かれている数学が、数学のすべてではなく、数学

とは無限に広がる学問であり身の回りに活用されているものだと深く理解する。  

3 創造的に取り組む態度 

教科書や問題集にない未知の問題に取り組む経験を通して、単なる公式の暗記や解法のパタ

ーン化のみに終始せず、数学に創造的に取り組もうとする態度を養う。 
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３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観

点

の

趣

旨 

数学における基本的な概念を

さまざまな方法で表現する方

法を理解し、説明しようとし

ている。また、数学的な概念

を他者に説明する際、数学的

な概念を用いて効果的に説明

することができる。 

身の回りの事象を数学的に考

察し表現したり、思考の過程

を振り返り多面的・発展的に

考えたりすることを通して、

数学的な見方や考え方を身に

付けている。レポート課題等

で、独自の視点から考察する

ことができ、かつ数式や図を

用いた数学的な表現が十分に

できる。１つの問題に対し、

複数の解答を示すことができ

る。 

数学のよさを認識し数学を活

用しようとする。また、粘り

強く考え数学的根拠に基づい

て判断しようとする。自分の

目標に対して、自分で計画を

立て学習を進めることができ

る。  目の前の課題に対して

（宿題）、ただこなすだけで

なく自身の能力を伸ばすよう

に積極的に取り組むことでき

る。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単

元

名 
学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

1

学

期 

図

形

の

性

質 

初等幾何 

円の重心・外心・内心 

チェバ・メネラウスの定

理 

方べきの定理 

a: 三角形や円に関する基本的

な性質について理解を深め，

考察に活用できるようにする

とともに、図形の新たな性質

を見いだし，その性質につい

て論理的に考察したり説明し

たりする力をつけることがで

きる。 

小テスト、期末試験 

 

b:既存の図形の性質に着し、

新たな図形の性質との共通点

を探すことや、論理的に考察

したり説明したりする力を得

られた結果を基に批判的に考

えることができる。また体系 

的に組み立てたり、発展的に

考察できる。 

レポート課題、宿題、期末試験 

 

c: 数学のよさを認識し数学を

活用しようとする。また、粘

り強く考え数学的根拠に基づ

いて判断しようとする。自分

の目標に対して、自分で計画

を立て学習を進めることがで

小テス

ト 

期末試

験 

レポー

ト課

題、期

末試験 

宿題、

レポー

ト課題 
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きる。 

宿題、レポート課題 

２

学

期 

場

合

の

数

と

確

率 

場合の数 

確率 

条件付き確率 

期待値 

頻度確率 

a: 集合の要素や個数に関する

基本的な関係を理解し、具体

的な事象をもとに、順列 ,組

合せ、確率などの意味を理解

し他者に、数学的な概念を用

いて効果的に説明することが

できる。 

小テスト、期末試験 

 

b: レポート課題等で、独自の

視点から考察することがで

き、かつ数式や図を用いた数

学的な表現が十分にできる。

１つの問題に対し、複数の解

答を示すことができる。 

レポート課題、宿題、期末試験 

 

c: 数学のよさを認識し数学を

活用しようとする。また、粘

り強く考え数学的根拠に基づ

いて判断しようとする。自分

の目標に対して、自分で計画

を立て学習を進めることがで

きる。 

宿題、レポート課題 

 

小テス

ト 

期 末 試

験 

レポー

ト 課

題、期

末試験 

宿 題 、

レ ポ ー

ト課題 
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３

学

期 

数

学

と

人

間

の

活

動 

整数の約数や倍数、 

ユークリッドの互除法 

2進法 

a: 数量や図形に関する概念と

人間の生活や行動との関わり

を理解し、それを他者に説明

する際、数学的な概念を用い

て効果的に説明することがで

きる。 

小テスト、期末試験 

 

b: 数学が文化や歴史と深くに

関わりながら発展してきたこ

とを理解し、数学的なものの

見方や考え方、数学的な表現

や数学的活動の楽しさを数理

的に考察することの有用性や

数学のよさを認識するでき、

積極的に活用する態度が培う

ことができる。 

レポート課題、宿題、期末試験 

 

c: 数学のよさを認識し数学を

活用しようとする。また、粘

り強く考え数学的根拠に基づ

いて判断しようとする。自分

の目標に対して、自分で計画

を立て学習を進めることがで

きる。 

宿題、レポート課題 

小テス

ト 

期 末 試

験 

レポー

ト 課

題、期

末試験 

宿 題 、

レ ポ ー

ト課題 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 
 


